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序

笛吹市は甲府盆地中央部のやや東寄りに位置し、岡銚子塚、竜塚、姥塚などの古墳、甲斐国分寺跡、

国分尼寺跡などの古代寺院等多数の史跡があり、保存活用に向けた調査が実施されています。

特に、今回報告する寺本廃寺跡は、山梨県最古の寺院跡として知られ、過去にも山梨県教育委員

会、春日居町毅育委員会で発掘調査が行われています。これらの調査成果により、中心伽藍及び寺

域の範囲が分かってきましたが、まだまだ不明確な部分が多 く、研究者からは伽藍配置についても

金堂、塔、講堂の位置が近すぎるなどの指摘を受けていました。笛吹市教育委員会では、寺本廃寺

の不明確な部分の解明と、過去の発掘調査データの検証を目的として、平成 19年度以降試掘調査

を実施するとともに、併せて過去に行われてきた試掘調査データを新たな視点で見直す作業を進め

てきました。笛吹市では、これらの成果を報告するとともに文化庁、山梨県教育委員会の指導のも

とで寺本廃寺跡の保存整備に役立てていきたいと考えております。

発掘調査にご理解、ご協力をいただいた地権者をはじめ、山梨県教育委員会、山梨県文化財保護

審議会、調査検証にご指導いただいた研究者各位に感謝申し上げるとともに、本書が広 く活用され

ますことをご期待申しあげます。

平成 23年 3月
笛吹市教育委員会

教育長 山田武人
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(1988)に おいて想定している伽藍配置に基づき表現している。
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第 1章   調査の概要

第 1節 調査研究小史

既に春日居町教育委員会刊行の『寺本廃寺 第 1次 。2次 。3次発掘調査報告書』(1988)(以 下報告書という)にて研

究小史について述べているため本報告書では簡略に示す。

寺本廃寺は奈良時代山梨郡の郡寺または、大領 (郡行の長官)も しくは地方豪族の私寺であろうという考え方が昭和

13年に大場磐雄氏によって示された。これは、それまでの国分尼寺説を明確に否定したもので、国分寺、尼寺の研究成

果を基に否定に関するいくつかの根拠を示している。その後、昭和 18年に県史跡調査委員である塩田義遜氏による心礎

を中心とする一帯の調査が行われ、塩田氏の論文の中で寺本廃寺は最初に造立された甲斐国分寺跡と推定し、笛吹川の

氾濫で一宮村国分に再建されたと推定した。その伽藍は山王神社に金堂があり、その北に講堂、その北の道路付近に東

西 50余間の土塁があるものと推定した。瓦は川田窯で製作されたものとしている。また、川田瓦窯を発見した中嶋正行

氏も、寺本廃寺は奈良時代後期に国分寺として造立され、一宮村国分の甲斐国分寺はその後に造建されたものであると

いう趣旨のことを述べている。

昭和 25年になると、石田茂作氏による『甲州寺本廃寺の発掘」が考古学雑誌 36巻 3号に発表された。そのなかで石

田氏は、①寺本廃寺は国分寺ではなく、国分寺の時代 (奈良時代中期)よ りも少なくとも 50年 くらい遡る白鳳期に創建

された氏寺であろう。②寺域は90間四方で伽藍配置は法起寺式である。③塔は高さ約 120尺の五重塔である。との 3点を

示した。一方で、木下良氏は F国府跡研究の諸問題―甲斐国府跡をめぐって』 (文化史学 21号 1967)の なかで、国府

地域と寺本地域の土地割分布が同一で他地域と異なる点に着日し、寺本廃寺は国分寺建立以前に国府に接した地方官寺

が建立されたと想定している。

以上のように、1988年の寺本廃寺 1次、2次、3次発掘調査報告書以前における諸氏の研究では、まず国分尼寺説が

否定され、郡寺、豪族私寺、最初の国分寺、地方官寺などの諸説が示されてきた。

それら諸説を踏まえた中で 1980年に調査計画が示され、1981年に山梨県教育委員会文化課の小林広和氏、中山誠二

氏を担当者として 1次調査が、1982年に同小林広和氏を担当者として2次調査が実施された。さらに 1986年から87年

にかけて山梨学院大学の十菱駿武氏を担当者として3次調査が実施され、3次調査を担当した十菱氏の編集による調査

報告書が刊行された。

寺域について報告書は、石田茂作氏 (1950)の 90間 (163.6m)四 方よりも狭い方 1町 (135m)四方との見解を示している。

また、南門、西門、北門の一部を確認し、幅約 6mの築地が四方に巡ることを確認したと記している。報告書の示す南

北築地は現在の集落内道路とほぼ一致し、東築地は現在の水路と道のラインとほぼ一致する。

伽藍配置について報告書は、伽藍中軸線は寺域中心軸と一致し、方位については「N-5° 一E(磁北より)真北より

50′ 東に偏している」と記している。伽藍は塔が東、金堂が西に配置される法起寺式で、塔は三重の塔、金堂は五間×三間、

講堂は五間 ×四間と推定している。これら3つの主要建物は屋根が近接するとも述べている。



第 2章 試掘調査

第 1節 地理的環境と歴史的環境

寺本廃寺は、甲府盆地東部、笛吹市春日居町寺本に位置し、北西に兜山、御室山を望み、東から南にかけてやや離れた

ところを笛吹川が流れる。寺本廃寺は笛吹川支流宮川と鳳山川の間にある微高地にある。しかしながら、一帯は、過去に

は水害の影響を受けたようで、表上下には砂層や礫層の雄積が見られる。

古代甲斐国は山梨、人代、巨麻、都留の四郡から成り、寺本地域は山梨郡にあたる。山梨郡の郡域は概ね甲府盆地東部

にあたり、荒川以東の甲府市、笛吹市石和町の一部と春日居町、山梨市と甲州市一帯とされており、山梨郡には流曾、能呂、

林部、井上、玉井、石未、表門、山梨、加美、大野の 10の郷があったとされている。寺本地域は山梨郷にあたる。

寺本地域に近い古墳の副葬品には、馬具や銅碗が見られる。この地域が古墳時代後期には先進的な文化を取り入れた地

域であったことが伺える。仏教を受け入れ、それを地域支配に取り入れる下地があり、甲府盆地東部の肥沃な沖積地がも

たらす経済力が加わり、寺本廃寺が造営されていったのであろう。

寺本廃寺跡位置図



伽藍配置想定図 (報告書より)
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第 2節 試掘坑の設定

平成 19年度調査は、寺本廃寺域内での宅地分譲計画が持ち上がったことを契機に実施された。分譲計画地が寺本廃寺

南門及び寺院中軸想定ラインにあたっていたため、市は、重要遺跡保護の立場に立ち、試掘調査後に公有地化している。

調査は、1982年 に実施した寺本廃寺 2次調査で検出した参道耳石付近の再調査と、想定されている中門基壇南側 3箇

所 (南東コーナー、南辺中央付近、南西コーナー)の確認を目的として実施した。

翌 20年度には、地域要望に基づき計画されていた山王神社西を南北に通る市道 (通学路)拡幅に先立つ試掘調査を実

施し、道路拡幅部 7箇所に試掘坑を設定した。結果として、山王神社境内において硬化面を捉えた。山王神社は石田茂

作氏が指摘する講堂想定地である。塔との位置関係や石田茂作氏の想定伽藍から、硬化面が講堂基壇である可能性を視

野に入れつつ、21年度の追加調査を実施することとした。

この道路拡幅については、児童の安全な通学のために必要な措置であるとの観点から拡幅を認めたが、「①山王榊社境

内付近においては下層改良を行わず、路肩も擁壁を打たずに表層に石を並べて地境とする。」「②水路側溝は新たに道路

脇に設けず、既存水路に蓋を架け、その外側拡幅部をアスファルト舗装とする。」「③工事の際、文化財課担当の立会い

を要す。」等の条件を設け、遺構の保全を行った。尚、当然の事ながら保護層は十分確保されている。

寺本廃寺跡は、平成 21年 5月 21日付、史跡第 29号として、山梨県史跡の指定を受けた。その後、国史跡を目指すこ

とになるが、平成 21年 10月 、寺域範囲および伽藍配置における疑問点、不明確な部分を検証することを目的として中

心伽藍想定地および寺域想定地外周部を中心に試掘調査を実施した。

この調査は平成 21年 10月 1日 から11月 13日 にかけて実施し、11月 19日 に南門跡追加調査試掘坑の埋め戻しを行

った。試掘坑の位置は、過去の発掘調査により想定されている伽藍配置、寺域をもとに、北築地、北門、西門付近築地、僧房、

東門付近、金堂、中門、西築地、南門、南築地のそれぞれの想定箇所付近に設定、13箇所において人力での掘削を行った。

特に、講堂が金堂、塔に近すぎるとの指摘のあることや、平成 20年度調査で確認した講堂基壇と思われる硬化面の再検

証を目的として、山王神社境内地に試掘坑を設定した。南門を想定した試掘坑では瓦の集中が認められたため、重機に

より拡張した。

平成 22年度調査では、4月 及び 10月 から2月 にかけて寺本廃寺内の東門想定地周辺、講堂東回廊想定地、金堂想定地、

寺域中軸線及び中門想定地周辺の 17箇所の試掘坑を設置し、遺構確認を行った。調査の結果、金堂が 1次調査で想定し

た範囲の東側まで廷びていないことが確認された。また、基本層序の再検証の結果、中世以降の大規模な水田造成が寺

域全域に及ぶことが確認され、水田造成時に寺本廃寺面の広いエリアを大きく削平している可能性が高いことが確認さ

れた。

第 3節 試掘坑の様相

1.基本層序

平成 19年度の中門想定地調査において基本層序を

1.表土、耕作土。下部は褐鉄が沈着して明褐色もしくは橙色に近い色調を呈す。

2.暗灰褐色土層。遺物包合、旧調査 (1次から3次)においてはこれも表土と解釈。

3.灰黄褐色土層。瓦を大量に包含、褐鉄分を含む。時期不明水田床の影響を受ける層。

4.灰茶褐色土層。遺物包含、参道耳石とされた石列の見られる土層。石列は本層下部。

ととらえ、平成 22年度の面的調査を行うなかで、水田床土と瓦面、寺本廃寺遺構面と関係をさらに明確にする作業を行っ

てきた。その結果、寺本廃寺跡の基本層序を

I.現耕作土。呆樹栽培導入後の耕作層。

Ⅱ.黄色土。近現代水田に伴う床土。

Ⅲ.暗灰褐色土層。水田床上下層。



Ⅳ.黄色土。中世から近世水田床土。

V.灰茶褐色土層。上層部で瓦片を平面的に包含。茶褐色の縦縞が見える。

Ⅵ.寺本遺構残存層 (礫面、掘込地業、黒色シルト)。

Ⅷ.遺構面 (古墳時代 =鬼高期)。

Ⅷ.砂礫層。

と捉えた。寺本廃寺跡に関する遺構が残る可能性がある層は、山王神社境内地など一部を除いて中近世水田面下層から

古墳時代遺構面の間にあるV、 Ⅵ層の範囲となる。

283,000-――

282,000-――

281,000-――

平成 22年度調査における基本層序柱状図

2.エリアごとの試掘坑の様相

北築地想定地付近

石田茂作氏は、山王神社北 30mを東西に横切る道を寺本廃寺北辺としている。昭和 61年から62年にかけて実施し

た寺本廃寺 3次調査においても、この道付近に寺域北辺を想定し、調査を行っている。調査の結果、この北辺ライン上

にやや硬い黒褐色土層上面に広がる玉石が検出された。さらにその北側で砂礫層に達する暗灰責砂質土層が検出されて

いる。寺本廃寺第1次、2次、3次発掘調査報告書ではこの成果をもとにやや硬い黒褐色土層上面と玉石の範囲を北門基壇、

その外側の暗灰黄砂質土を外周溝と想定している。

また、北築地に関しては、幅 6mの玉石基壇があり、その外側に幅 10m、 深さ lmの溝があるらしいとしている。3

次調査において、基壇面からピット2個を検出しているが、このピットは北築地に伴う掘立柱の痕と考えられている。

笛吹市教育委員会では、平成 20年度に北築地想定ライン内側に 1箇所 (世20-1)、 平成 21年度に北築地想定ライン

上に2箇所 (tr21-1、 tr21-2)を 設定した。

北門想定地西側の t r21-1か らは砂質土を覆土とした溝状の落ち込みが確認され、地表下 1.5で幅 1.8mの人頭大礫

の集中箇所をとらえた。

北門基壇とされた位置の東に設定した t r21-1では、直径 70c mのピット2基を検出した。これらのピットは地表

下 90c mの礫面中に掘りこまれており、ピットの間隔はそれぞれの中心間で約 2.8mと なっていた。このうち 1基では、

柱痕が確認されている。確認された 2基のピットは 3次調査で検出された 2基と同規模であるが、同一直線上には乗ら

ないことが確認された。



北築地想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名   i設 定の目的   i中 軸付近における北築地内側縁辺施設の確認目的。

t「 20-1 1層 の上面標高(m)1地表 :283.8m Ⅳ層 :283.15m V層 :283m Ⅷ層 :2826m

位置・規模  i遺物・遺構   IⅣ 層内での土師器片。瓦は少ない。

Ⅳ層が見られることから、中近世水田造営が行われた範囲にあたる。寺本廃寺

に関する遺構は捉えられない。

北築地想定ラインに直行する試掘坑。北築地外周溝の確認目的。

地表 :28375m Ⅳ層 :無 砂層

砂基調の清状落ち込みあり。28225mで 幅 1.8mの礫集中箇所検出。

表土下に近現代水田床土があり、下層のⅣ層水田面は無い。溝状落ち込み覆土

は砂基調でよどみの跡が見られる。硬化面、版築は確認できない。

北築地想定ライン上に東西方向に設定した試掘坑。北築地確認目的。

酌一詢
一離
二

酌
一詢

地表 :28404m Ⅳ層 :無 礫面 :283.27m

平安時代住居跡を28355mで 、礫面中28315mで直径70cmピット2基検出。

直径 7 0cmピ ットが中心間28mの 距離で検出された。柱痕有。確認面から

30cmの 深さが残る。平安時代住居による撹乱を受けている。

北門、北築地想定地付近試掘坑設定図



僧房想定地付近

2次、3次調査において山王榊社西の道路下及び道路西の畑で基壇と思われる層が確認された。また、九石の集まり2

箇所と瓦の集中、多くのスス、タールの付着した灯明皿や墨書土器 7点が出土した。さらに柱穴と思われるピットが 4

箇所検出された。これらを受けて報告書は東西 2間ないし3間の南北方向の僧房の存在を想定した。

笛吹市教育委員会は平成 20年に実施した山王神社境内地の試掘坑 (t r20-3)において硬化面が確認されたことを

契機に報告書の示す面との比較を目的として、試掘調査 (t r21-4)を 実施した。

t r21-4は、表土下 80c mに中世以降と考えられる水田層があり、さらに表土下 120cmで は古墳時代の住居跡が確

認された。2つの層に挟まれた 40c mの間には、寺本廃寺に関する遺構が残る可能性があるが、この間において山王神

社境内で確認されたような明らかな硬化面は確認することが出来なかった。

報告書の示す講堂

1次調査において、講堂を想定した山王神社境内地の試掘調査が実施されたが、調査において講堂の痕跡をとらえる

ことは出来なかった。その結果を受けて実施された 3次調査において、神社南側の道路を挟んだ方形の土地より、川原

石のまとまりや雨落溝と思われる石列が検出された。報告書では、これらの遺構を根拠に講堂を想定しているが、一方

で雨落溝が途中で屈曲することを指摘している。

市教委では、試掘坑 (t r20-4)を設定し、講堂に伴う硬化面、版築等を確認する調査を実施したが、それらを確認

することは出来なかった。

山王神社境内地 =石田茂作氏の指摘する講堂

山王神社境内付近は、抜き取られた礎石が少なくとも11点置かれている。また、法起寺式伽藍を想定した場合、塔や

金堂想定地とのバランスが良い。

石田茂作氏は山王神社境内地に講堂を想定しているが、報告書では 1次、3次調査の成果をもとに山王神社西の道路
から畑にかけて僧房を想定している。

山王神社は、かつて高さ 1∬ほどの土塁に囲まれていたが石田氏の調査後に土塁の削平を行っている。また、かつて

境内地を囲むようにあった杉林も桜へと植え替えてられており、石田氏の調査時と 1次調査実施時とでは境内の環境が

大きく変わっていた。

市教委が平成 20年度に山王神社境内地西端で行った試掘調査 (t r20-3)では南北 8.5mの試掘坑全面において硬化

面がとらえられた。さらに、この硬化面の広がりを確認するために実施した平成 21年度調査 (t r21-5)イこおいても

神社本殿北で東西 4mの試掘坑全面にて同質の硬化面がとらえられた。この硬化面は、塔や金堂との位置関係、境内地

にみられる多くの礎石などから講堂基壇残存部の可能性が考えらよう。

市教委では、試掘調査による寺本廃寺伽藍の再検証作業を進める一方で、1次、2次、3次調査における写真、図面の

検証作業も進めている。この作業の中で、報告書には未掲載の山王神社境内の試掘坑内に礫面が広がる写真を確認して

いる。山王神社東側に設定した各試掘坑や寺域想定地南に設定した試掘坑において砂礫、砂層といった河川氾濫の痕跡

がとらえられていることなどから、報告書ではこの礫面を河川の堆積層と判断している。

この礫面と 20年度、21年度に確認された硬化面との関係を確認することを目的として、市教育委員会では、平成 23

年度にこの礫面の再検証を目的とした試掘調査を計画している。

10



僧房・講堂想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名   :設 定の目的

tr21-4 i層 の標高 (m)

位置・規模  1遺物・遺構

山王神社西
  :所見

57× 1.5mi

試掘坑名   i設 定の目的

tr20-2 i層 の標高 (m)

位置・規模  i遺物・遺構

山王神社北  i

06× 2m i所
見

山王神社西の僧房想定地の土層、硬化面の再確認目的。

地表 :2838m Ⅳ層 :28297m V層 :282.87m Ⅷ層:282.37m

V層中282 57mに て古墳時代住居プラン検出。

水田によりⅣ層までは造成されている。寺本廃寺関連面はV層上面から古墳時代

住居跡確認面までの間で求めることとなるが硬化面等僧房痕跡は確認できない。

山王神社北における遺構確認目的。

地表 :2842m Ⅳ層 :2835m V層 :283.4m Ⅷ層 :283m

283 4mで 土師器片出土。瓦は少ない。

瓦の出土量も少なく、小片のみである。遺構ととらえられるような硬化面は

認められない。



僧房 。講堂想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 石田茂作氏の想定する山王神社境内地講堂の検証目的

t「 20-3 層の標高 (m) 地表 :283 5m 硬化面 :283 2m 以下掘削停止
位置・規模 遺物・遺構 基壇を思わせる硬化面が試掘坑内全域にてとらえられ、硬化面上に瓦が散布する

山王神社境内

西

03× 85m

所見

石田茂作氏が講堂と想定する山王神社境内地で叩き締めたような硬イヒ面を検出

した。講堂基壇をとらえた可能性が高い。

試掘坑名 設定の目的 tr20-3で とらえた硬イヒ面の広がり確認目的。
tr21-5 層の標高 (m) 地表 :283 32m 硬化面 1283m 以下掘削停止

位置 遺物・遺構 基壇を思わせる硬化面が試掘坑内全域にてとらえられ、硬イヒ面上に瓦が散布する

山王神社本殿

耳ヒ

4× lm

所見
tr2 0-3同 様、硬化面の東西方向への広がりが確認された。硬化面か東西、南

1北方向に面的に広がることから、講堂基壇をとらえた可能性が高まったと思われる

試掘坑名 設定の目的 tr2 0-3、 tr21-5で とらえた硬化面の南側への広がりの確認目的
t「 21-6 層の標高 (m) 地表 :28337m Ⅳ層 :28287m V層 :不明 礫面 :28277m

位置・規模 遺物・遺構 28277mで 礫面を検出

山王神社境内

南

09× 05m

所見
Ⅳ層水田床土の影響を受ける範囲にあたる。礫は密集するが石畳のような平坦

面を意識していない。礫は拳大よりも大ぶりなものが多い。

試掘坑名 設定の目的 山王神社を講堂と仮定したうえでの東側回廊の検出目的。

tr22-1 層の標高 (m) 地表 :28345m M層 征
小
Ⅷ層 :28295m

位置・規模 遺物・遺構 瓦散布見られるが総量は少ない。明確に回廊跡とできる遺構はとらえられない。

山王神社東

1× 5m
所見 Ⅳ層水田床土は認められないが耕作が礫面まで及んでおり、遺構を検出できない。

試掘坑名 設定の目的 山王神社を講堂と仮定したうえでの東側回廊の検出目的。

tr22-2 層の標高 (m) 地表 :28335m Ⅳ層 征
小
Mll層 :28265m

位置・規模 遺物・遺構 瓦散布見られるが総量は少ない。明確に回廊跡とできる遺構 tよとらえられない。

山王神社東

8× 16m
所見

撹乱がMll層に及んでおり、t「 二」2内で検出されたピットと同施設や硬イ笞面は

確認できない。

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す講堂の確認目的

t「 20-4 層の標高 (m) 地表 :2832m Ⅳ～V層は上層の撹乱を受け不明瞭 Ⅷ層 :2824m

位置・規模 遺物・遺構 瓦の出土量は少ない。2825mよ り下層には瓦は出土しない。

山王神社南西

05× 3m
所見

瓦片は小ぶりで総量は少ないが、試掘坑北側が南側に比べて瓦出土量が多い。

基壇状硬化面、掘り込み地業面は認められない。
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金堂想定地付近

寺本廃寺では、法起寺式伽藍が想定されてきており、その立場から、石田茂作氏も塔西側の道路がクランク状に屈曲

する付近に金堂を想定した。 1次調査もその立場に立って実施されている。報告書で幅約 2mの帯状の河原石の集積を

基壇外装に用いたものと推測しており、瓦の集中範囲と併せて基壇規模を南北 10～ 12m程、東西 18m程 と推測している。

尚、報告書では、前述の規模では柱間のバランスが悪い点を懸念している。

笛吹市教育委員会では、平成 20年度、21年度、22年度に試掘調査を実施し、金堂基壇範囲の確認と基壇の残存状況

の確認調査を行っている。平成 20年度調査では、金堂想定地とされる道路クランク東側 (t r20-5)|こおいて試掘調

査を実施したが、明確な版築土層の検出はされなかった。平成21年度調査では、金堂想定地とされる道路クランク西側 (t

r21-9)に おいて版築とみられる互層を確認した。互層は地表下わずか 25c mか ら見られ、硬く締められたローム質

の黄色土と暗褐色土が各層 5c mか ら15c mの厚さで認められた。

平成 22年度には道路クランク部東側 (t r22-3)|こおいて試掘調査を実施した。この調査では現地表下 50c mで 中

世以降に比定される水田床土が見られ、その下層 50c mで古墳時代の住居跡プランが複数検出された。水田床土下層か

ら古墳時代住居確認面の間に t r21-9でみられたような班築状の土層は認められない。また、t r22-3で は基礎地業

を思わせるような土層も認められない。22年度にはクランク道路西側において 1次調査で検出された帯状の川原石の再

検出を目的とした調査 (t r22-6=23年度刊行報告書に掲載)も 行っているが、その際、帯状川原石下層で版築状互

層を検出している。これらの調査結果から、クランク道路を挟んだ東西では土層の様相が異なることが確認された。

金堂、中門、南門付近試掘坑設定図
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金堂想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す金堂の確認目的

tr20-5 層の標高 (m) 地表 128315m Ⅳ層 :2828m V層 :2826m

位置・規模 遺物・遺構 Ⅳ層～V層上面にて瓦面検出。明確な基壇、基礎地業は検出されていない。

金堂 (道路東 )

05× 2m
所見 水田によりⅣ層まで |よ造成されている。Ⅳ層とV層の境に瓦面が認められる。

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す金堂の確認目的。

tr21-9 層の標高 (m) 地 表 28302m 版築層 :28277m

位置・規模 遺物・遺構 28277mで 版築状互層を検出

金堂 (道西 )

1× 13m
所見

狭小範囲ではあるが、ローム質の黄色土と暗掲色土の互層を検出。各互層の

幅Iよ 5cmか ら 15cmである。金堂基壇残存部としての期待が持たれる。

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す金堂の確認目的。

tr22-3 層の標高 (m) 地表 :2832m Ⅳ層 :2827m 古墳時代住居確認面 :2822m

位置・規模 遺物・遺構
Ⅳ層下層に黒掲色がみられ、282 2mで 複数の古境時代住居プランを検出

できる。

金堂 (道路東 )

15× 95m
所見

V層が不明確。かわりに黒褐色の層が見られる。黒褐色層は古墳時代住居覆土

と思われ、Ⅳ層造成がV層を抜き住居確認面に及んでいる可能性が高い。

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す金堂の確認目的。金堂南限とされる帯状の川原石面の確認目的

tr22-6 層の標高 (m) 地表 :283m 帯状川原石面 :2822m

位置・規模 遺物・遺構 報告書の帯状の川原石面を2822mで 確認。

金堂 (道路西 )

1× 3m
所見

帯状の川原石面標高は2822mで あり、t「 21-9で見られた版築状互層

よりも57cm低 い。

tr22-6土 層断面図 1/40

tr21-9土層断面図 1/40

tr2 1-9主層説明 (水糸レベル28312m)

' I層
現緋作土

2 10Vn6/8明策褐 ローム基開て硬くしまる
0 10YR4/1褐 灰 しまり、粘性あり

4 10YR2/3黒 鵜 しまり極めて強、粘性あり

5 10YR6/0明 資褐しまり砂基調

6 10YR4/4褐 しよりあり、粘性弱 砂基調で福色土混入
7 10YR3/2黒 福 しまりあり、粘性ややあり

tr22-6土層説明 (水糸レベル28920m)
1 フSYR3/4にぷい褐色 1次トレンテ試掘坑埋め戻し±    11 loYR3/1黒褐 しまりあり        21 10YR4/1福 灰 しまりあり 股化物混入   3,iOYR4/2灰黄掲 砂賃プロック
2 10YRう/4にぶい黄褐 しまりあり 災化物混入      12 10YR6/3にぷい黄福 砂多く混入    22,OYR4/定 灰黄褐 しまりあり 炭化協混入  32 10YR4/4福 色■ブロック
3,OYR4/1褐 灰 しまりあり 炭化物混入          ,3 10YR5/2灰 黄福 しまりあり 民化物混入 23 10VR2/2黒 しまりあり Dt化物混入    33 10YRO/8明 黄褐 しまりあり
4 10YR4/2灰 黄福 しまりあり 炭化物混入策色土ブロック混入 14 10γ R4/1褐灰 しまりあり 炭化物混入  24 10YR5/1福 灰 砂資■          34 10VR6/0明 黄褐 しまりややあり
0 10YR5/1褐 灰 しまりあり民化物混入         15 10YR2/1黒福色土ブロック       20 10YR6/2灰 黄褐 砂資プロック       35 10YR2/1黒 しまりあり
0 10YR4/2灰 費褐 しまりあり虎化物混入        16 10YR5/1福 灰 砂質ブロック       20 10YR2/1黒 しまりあり          36,OYRO/2灰黄禍 砂質ブロック
7 10YR4/1褐 灰 しまりあり砂混入 炭化物混入     1フ 10VR6/2灰策褐 砂質ブロック      つ7,OYR4/2灰費褐 しまりあり        3,10YR4/2灰 貢掲 砂質ブロック
8 10YR4/6にぷい葉福 炭化物混入
0 1σ YR4/£ 灰黄4B文化物混入
10,OYRO/2灰 受福 炭化物混入

18 10YR2/,黒 色■プロック 28 10YR4/2灰受褐色 しまりあり 砂がやや多い 38 10YRク 1黒 しまりあり
19 10YR6/2灰褐 砂質ブロック      29 10YR3/2黒 褐 しまりあり
20 10YR6/2灰褐 キメ細かい砂質ブロック  30 10YR6/2尿 褐 砂質プロック

金堂基壇土層断面図
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39 iOYR4/3にふい棄偶 しまりあり 炭化物混入
40 10YRO/8明資褐 しまりあり 粘催強 貢色プロツク混入
41 10γR,/1明福灰 キメ細かい砂層



中門想定地付近

昭和 57年に実施された 2次調査では、中門基壇基礎と南門基壇基礎、参道耳石が確認された。報告書では、玉石が広

がる範囲や礎石据えつけ用の根石を 1箇所確認したことを受けて、先に検出した金堂と、すでにわかっている塔心礎と

の位置関係から中門と想定している。また、中門想定地から南に廷びる石列を参道西側の耳石としている。基壇の築成

については掘り込み地業を行わず、基壇を強固に築き上げるために大小の玉石を多量に入れ込んでいると記している。

参道耳石については、中門と想定された玉石礫の集中範囲と南門と想定された玉石礫の集中範囲を結ぶ南北方向の一列

の石列をもって想定されている。

参道位置と幅の確定は、寺域中軸線を決める有効な手段であるが、2次調査においては調査範囲が限定されていたた

め参道耳石とされる石列の片側を検出するに至れなかった。市教委では、当該地の公有地化に伴い、もう片側の石列の

検出と中門の検証を目的として平成 19年度、22年度、計 2回の追加調査を行った。

平成 19年度調査においては、もう一列の石列検出には至らなかったが、報告書で想定されている中門南東コーナー付

近の玉石礫の密度が西側に比べて薄いことが確認された。また、玉石礫面は黒褐色土中に有ることや、地山層とされる

砂礫層は玉石礫面よりも50c m以上下層にあることが確認された。

平成 20年度、21年度の調査では、中世以降の水田床土の撹乱が、広範囲に及び、その深さも玉石礫面近くまで及ん

でいることが確認された。

平成 22年度の試掘調査 (t r22-5-3)で は、約 12m× 10mに及ぶ試掘坑を設定した。この調査において、参道耳

石とされた石列の 3m西で、同軸方向を向く石列を確認した。また、中門と想定された玉石礫面についても、人頭大礫

を集積した部分と拳大以下の礫を選択して配置している部分があることを確認した。また、人頭大礫の下に拳大礫が敷

かれている個所もみられた。t r22-4-1、 t r22-4-3は 中門から張り出す回廊をとらえることを目的とした試掘坑で

ある。この試掘坑においては水田床土直下におびただしい量の礫密集個所を確認した。

中門付近の試掘調査において、布目瓦は中世以降の水田床土直下で平坦に出土する傾向がみてとれた。この傾向は、

金堂想定地東側の t r20-5、 tr22-3な どでもみられた。

中門想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 中門南の参道耳石とされる石列の確認目的。

t「 19-1 層の標高 (m) 地表 :28295m Ⅳ層 :282 25m V層 :2821m Ⅷ層 :28165m

位置・規模 遺物・遺構 参道耳石とされる石列を標高 282mで 確認

参道

7× 2m

参道耳石とされる石列は長軸20～ 25cm。 中門想定地側 |よ河ヽ口積みで2段、

南門側では横口積みで 1段検出されている。

試掘坑名   i設 定の目的   :中 門想定範囲南東コーナーの検証目的。

tr19-2 :層 の標高 (m) i地 表 :283m Ⅳ層 :282.45m V層 :282 25m Ⅷ層 :281.6Ctr19-2 i層 の標高 (m) i地 表 :283m Ⅳ層 :282.45m V層 :282 25m Ⅷ層 :281.65m

位置・規模  i遺物・遺構   i瓦 はⅣ層とV層の間に多い。V層を10cm掘 り込むと古墳時代土師器が多い。

中門南東隅  |         |

付近

3× 2m

所見 V層上面の礫は報告書の示す密度よりも薄い。明確な硬化面も認められない。

試掘坑名   i設 定の目的 中門想定範囲南西コーナーの検証目的。

tr19-3 1層 の標高 (m) 地表 :28295m Ⅳ層 :282 35m V層 :28215m Mll層 :281.45m

Ⅳ層土師器は 10世紀以降が多くV層土師器は古墳時代が多い。

明確な硬化面は認められないが、V層上面礫は tr19-2よ りも密度が濃く、

黒褐色シル ト上2822mに ある。

位置・規模  :遺物・遺構

中F日南西隅
  1所見

付近 3× 2m i
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中門想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 中門想定範囲の検証目的。

tr19-4 層の標高 (m) 地表 :2829m Ⅳ層 :282 35m V層 :282.2m Ⅷ層 :2815m

位置・規模 遺物・遺構 V層中には古墳時代土師器が多い。V層中に柱痕入リビット、清状遺構がある。

中門南辺中央

3× 2m
所見

tr19-3で とらえたV層上面の黒褐色シル トが広がる。明確な硬化面は認めら

れない。層序 tよ古い順に、柱痕入リビット→溝状遺構→寺本廃寺→Ⅳ層水田となる

試掘坑名 設定の目的 中門からの回廊確認目的。

t「 20-7 層の標高 (m) 地表 :2831m Ⅳ層 :2823m V層 :2822m水 路の影響で掘削停止

位置・規模 遺物・遺構 Ⅳ層とV層境付近より瓦が出土するが量は少ない。

中門東

05× 4m
所見 柱穴、硬化面等確認できない。

試掘坑名 設定の目的 中問北辺の確認目的

t「 21-10 層の標高 (m) 地表 :283.42m Ⅳ層 :28302m V層 :28282m Ⅷ層 :28202m

位置・規模 遺物・遺構 V層上面で瓦小片が出土するが量は少ない。V層中 282.27mに 焼土がある。

呵ヨF弓封ヒ

15× 29m
所見

明確な硬化面は認められない。V層中に焼土が見られることから住居跡の存在

が想定できる。

試掘坑名 設定の目的 中門から西に延びる回廊の確認目的。

t「 22-4-1 層の標高 (m) 地表 :2832m Ⅳ層 :282 65m V層 :2825m

位置・規模 遺物・遺構 拳大礫の密集個所が検出された

中門西回廊

2× 9m
所見

礫密集部の最も低い部分で2819m、

上層には乱れているがⅣ層水田面があり

のではない。

最も高い部分で28235mと なる。

水田造営後に掘り込んで投入したも

試掘坑名 設定の目的 中門から西に延びる回廊の確認目的。

tr22-4-2 層の標高 (m) 地表 :283m Ⅳ層 :2825m

位置・規模 遺物・遺構 南北方向にⅣ層に掘り込む人頭大石列を検出。

中門西回廊

3× 8m
所見

M層に掘り込む石列は大ぶりの礫を用いている。Ⅳ層上の遺構であるため、寺

本廃寺跡に関する遺構ではない。

試掘坑名 設定の目的 t「 22-4-1の 礫密集範囲の確認目的。

tr22-4-3 層の標高 (m) 地表 :28315m Ⅳ層 :28255m

位置・規模 遺物・遺構 282mで tr22-4-1で 検出したかまぼこ状の礫密集南限をとらえた。

中門西回廊

3× 1、 2m
所見

礫密集部の上層にはⅣ層がみられることから、Ⅳ層水田造営後のものではない

尚、密集部上層にて明確な硬化面は認められない。

識掘坑名 設定の目的 tr22-4-1の 礫密集範囲の確認目的。

tr22-4-4 層の標高 (m) 地表 :2831m Ⅳ層 :28255m V層 :28245m

位置・規模 遺物・遺構 Ⅳ層とV層境付近より瓦が出土するが量は少ない。282.3mにて住居跡検出。

耳ヨF弓】ヒ

13× 45m
所見

t「 22-4-1の 礫密集範囲は本試掘坑まで及んでいない。V層中にて住居跡

が検出されている。明確な硬化面は認められない。
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中門想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 中門の確認目的。t「 19-3を 拡張した試掘坑。

i地表 :283m Ⅳ層 :28245m V層 :282.3m

iV層上面で瓦が平面的に出土する。V層上面の瓦層下層に礫面が認められる。

iV層上面にみられる礫密度は tr19-2の 礫よりも濃い。試掘坑内中央付近

Iの礫密度が濃く、大ぶりな礫を用いるが南側では小ぶりが礫が見られ、南に下

iり傾斜を持つ。

1中門の確認目的。tr1 9-1,2,4を 拡張し、tr22-2と 統合した試掘坑。

1地表 :283m Ⅳ層 :28245m

i礫面、参道耳石とされる石列 (東列、西列、外外幅3m)確認。礫面下層に版

1築状互層検出。

1人頭大のやや大ぶりの礫が面的に広がり、その下面に拳大以下の礫が面的に広

:がる部分がある。これらの礫は厚さ 10Cm程の黒褐色シル ト内にあり、黒掲

i色シル ト下層の茶褐色土中にも厚さ5cm程度の黒褐色シル ト層が2層みられ

|る。強固に付き固めたようなしまりではないが、黒褐色シル ト質土を用いた互

1層構造の上に小ぶりな礫、大ぶりな礫を入れているようにみえる。

tr22-5-1 層の標高 (m)

位置・規模 遺物・遺構

参道

2 5× 9m
所見

試掘坑名   i 設定の目的

tr22-5-3 層の標高 (m)

位置・規模 遺物・遺構

中門

9× 9m
所見

・      e声

。革_騨
も宝

+

中門付近礫平面図 (tr22-5-1・ tr22_53)1/100
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283.100

283.000

1/40

t,22-5-3■層説明 (水糸レベル 28910m)
lI層 現耕作■                   9 10YR3/2黒 禍 砂基隠

2工層,SVR5/0明福 水囲床■             10 iOYR5/4に ぶい黄褐 しより強 暗茶褐色撤子混入
3H臓 ,SYR4/1桐灰水日床上下層          11 10YR2/2黒 しより 粘後あリ ンルト質層
4V層 10YR6/8明 資福 下部に布目瓦漏入下部に布目瓦混入12 10YR3/2黒 褐 氏化物麗入
,10VRS/2黒褐 布目瓦片混入 水田床上下層

0 10YR3/3暗褐 しまりあり 布目瓦工層に混入

7 10YR3/3晴 褐 布目瓦混入

8 10YR3/4暗 褐 砂基縦

3ヽ 10VR3/3暗 褐 陳化物混入

14 10YR2/3黒 褐 炭化物混入 寺本虚寺以前遺格覆■

15 10VRS/31こ ぷしIX褐 砂層

10 iOYR4/3に ぷい資褐 寺本以前遺格覆土

仕22-5-1土層断面図 1/40

tr22-S-1 ■層説明 (水糸レベル28300m)
11 10YR4/2資 色小プロック混入 氏化、疎混入 21 10YR2/1黒色シルト層

12 10VR4/4掲 炭化協、焼i粒混入 22 10YR4/2灰 資欄色ンルト臓

i310YR4/3にぶい資福 掟化舶混入    23 10YR2/1黒 色シルト層

31 10VR4/4福

92 10YR2/1黒

3e10YR2/1黒 色シルト唐

34,OYR4/2灰 資褐シルト層

3S10VR7/1虞 白 砂質プロック
4V磨 10YR6/6明 黄福 下部に布目瓦混入下部に布目■混入

“

10YRI/1黒 縄 炭化物混入

S iOYnO/6費褐 布目瓦片混入 水日床■下磨 lS 10YR4/3に ぶい資褐炭化物避入

6 10YR2/2X4Bしまり、粘性あり 炭化物混入 礫面脅   10 10VR2/3黒 福 賦化物混入

,I層 現競作■
2■層 10VR6/6明 資欄 水日床主

S Il層 10YR4/1褐 灰水口床i下層

,10YR4/4褐 しまり、粘性あり 炭化協混入

a10YR3/3晴禍 炭化物混入

9 10VR5/2灰 美彊 砂質 僚化物混入

10 10YR4/3にぷい費褐 Dt化物混入

'7 10YR6/6明
資褐プロック

10 10VR3/3暗 褐プロック

19 10YR3/1黒 褐ブロック

20 10YR3/1黒 褐 炭化概混入

24 10YR4/2砂 質ブロック

25 10YR7/2に ぷい費橙プロック

20 10YR4/1褐 色ンルトプロック

2,IOYR7/1医 自 砂層

20 10YR4/1鶴 灰ンルトブロック

20 10YR4/2灰 資褐プロック

30 10YR4/3に ぷい棄褐 4ヽ礫混入

tr22-5-3東壁土層断面図
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南門、南築地想定地付近

南門調査は昭和 57年の2次調査で実施された。報告書は、おびただしい量の瓦の散乱状況や瓦面下層でとらえられた

南北約 5m範囲に広がる玉石群、玉石群を区切る楕円形の大石などの調査成果を根拠に南門を想定している。この玉石

群の広がりは、道路を挟んだ南側にも続いており、基壇の南北幅を約 10mに復元し、基壇の出を中門と同様に7尺 とす

ると梁行 2間で10尺等間と理解できる。桁行も10尺等間とし、桁行三間、梁行二間の問と想定した。一方で、報告書には、

南門基壇より7m南で礎石及び根石と考えられる遺構が確認されたことが記されている。

笛吹市教育委員会では、平成 21年度、南問想定地北東部に t r21-12を 設定、試掘調査を実施した。調査の結果、

地表下 60c m付近から 130c mの深さにかけておびただしい量の瓦片が出土した。特に試掘坑東側では、九瓦が北東を

向いて折り重なっている様子が確認された。瓦は、試掘坑西側では高い位置から出土し、試掘坑東側では低い位置から

出土する傾向があった。瓦面下層は西側が礫面であったが、東側の九瓦集中部付近の下層には褐色土があり、さらに下

層には灰色砂層がみられた。この試掘坑からは、基壇片とみられるような硬質ブロックは確認されていない。

中門調査において、参道耳石と考えられる石列がこれまでの想定と逆の西側で検出された。これを受けて、南門の位

置もいままでの想定よりも3m西に見直す必要があろう。一方で、南問想定地より7m南で検出されている礎石や根石に

ついては概ね参道耳石とされる東側石列の延長線上にあるため、再検証する必要があろう。

南門・南築地想定地付近試掘坑の様相

試掘坑名 設定の目的 報告書の示す南門想定地の確認目的。

tr21-12 層の標高 (m) 地表 :283m Ⅳ層 :282 32m Ⅷ層 :281 57m

位置・規模 遺物・遺構
多量の布目瓦が282 37mか ら281 67mの 間に見られ、丸瓦の集中

箇所がある。

南門東

8, 3×
所見

布目瓦堆積面がかまぼこ状になる。試掘坑】ヒ東端で丸瓦が北東の向きを指し折

り重なり出土する。瓦出土標高は西が高く東が低い。3m

令  ン 雲
~ヽ 6ン ,'

tr2 1-12 土磨説明 (水糸レベル 2B322m)
I層 10YR3/2黒 褐 現耕作上及び2次調査黙掘坑壌票土

Ⅱ層 IOYR4/3に ぷい策褐 水田床土

H層 フ3YR3/2黒禍 炭化物混入 水田床上下層
7 5γR3/1黒褐 布目瓦混入 魔化権混入
10YR4/2医 策褐 布目H片多く混入
OヽYR4/3に ぷい資福 しまりあり 布目貫混入

tr21‐12土層断面図 1/40
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第3章 まとめ

寺本廃寺跡は石田茂作氏の調査以来法起寺式とされてきた。寺本廃寺第 1次 。2次。3次発掘調査報告書 (以下報告書と

いう)に記す調査もこの法起寺式を念頭にトレンチ位置を設定し、確認された石列、玉石の集積を以って伽藍を確定する

作業を行ってきたとのことである。

寺域北辺については、築地跡、外周溝、掘立柱の並びなどにおいて断片的に可能性を示す遺構はあるものの、面的な根

拠を見出すには至っていない。東辺については河川氾濫による砂礫層の堆積、中世遺構の存在などにより、寺域の確定は

より難しい状況にある。西辺については耕作者から帯状の礫集積部分があることが聞き取れた。早急に確認調査を行うこ

ととしたい。また、報告書に示された西門礎石については周囲で確認されている鬼高期住居確認面よりも下層にあること

から「落とし」が行われていると思われる。よって、礎石の原位置を示すものではないが、大きな距離を移動しているも

のとは考え難い。尚、この西門礎石が確認された畑は晴天が続くと表面耕作土が赤褐色に見える。地下の比較的浅い部分

に赤褐色上の供給源となるような異質な土 (基壇など)が存在する可能性を期待し、今後追加調査を行う計画である。

南辺については、想定される中門と南門の距離が近すぎるなどの屍問が残る。また、報告書にもあるように想定南門址

南辺より7m南に礎石と思われる大振りな石や根石状の集石が確認されている。寺域南辺がやや南に延びる可能性も視野

に入れての追加調査が必要になる。

寺の中軸線を探る成果として、中門想定地から南に延びる2列の石列の存在が確認された。これを参道遺構と解釈する

ならば蓼道は、正方位より東に概ね2度 20分偏していることになる。この角度は石田茂作氏が示す塔礎石に基づく軸線

「正しく東西南北を指さずに、西南に6度偏している」に射してやや開きがあるが、石田氏が磁北をとっているならば約

1度の誤差となる。報告書による方位は「N-5° 一E(磁北より)真北より50′ 東に偏している」とある。寺本廃寺

における磁北は真北より5度 4分 9秒西に偏していることから、この記述は磁北より5度東に偏し、真ゴとより50分東に

偏していると解釈できる。この報告書の示す方位も2次調査で検出された参道耳石を根拠にしたものであろう。

寺本廃寺寺域内は中世以降、大規模な水田造成が行われた様子が土層より確認できる。その造成は山王神社境内地 (講

堂)、 本概報が示す金堂想定地、塔心礎周辺など一部を残し寺域内の建物基壇や生活面を削平したもの考えられる。瓦に

ついても、水田床土直下に平面的に出土する状況から、水田造成時に床土への影響を減らすべく平坦に均している可能性

がある。また、平成22年度調査において、水田床土上層から掘り抜いて瓦を一括廃棄している個所が見つかっている。

このことから、Ⅳ層水田床土と瓦面の間に水田層造成の影響を受けていない層を見出すことが出来なければ報告書に見ら

れるような瓦の集積を根拠に伽藍配置を想定することには無理があると云わざるを得ない。

寺本廃寺の伽藍配置について、近年の調査及び検証作業を進める中で、少なくとも

①講堂が報告書想定位置よりも後退し、山王神社境内地に収まる可能性が高い。

②金堂は報告書が示すよりも西で完結する可能性が高い。

③中門は報告書が想定する位置よりも3m西に寄る可能性が高い。

④寺本廃寺寺域内は中世以降の水田造成により大規模に削平され、中門基壇はほぼ削平された可能性が高い。

⑤参道耳石と思われる石列を根拠にするならば寺本廃寺軸線は真北に対して概ね2度 20分東に偏している。
という点が確認された。

一方で、

⑥金堂、講堂の範囲、規模が明確でない。

⑦南門と中門が近すぎる。

という課題が明確になった。今後、これらの課題を探るための調査が必要になってくる。
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空撮全景
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北築地想定地付近

北築地想定地 tr21-2柱 穴検出状況

山王榊社西僧房想定地古墳時代住居検出状況

山王神社本殿下礎石

北築地想定地 tr21-1土 層断面

山王神社西、僧房想定地付近

山王神社境内地礎石集積状況

山エネ申社境内地再利用礎石
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山王神社境内地 tr20-3 硬化面検出状況 山王神社境内地 tr21-5 硬化面検出状況

t｀

子|

山王神社境内地 tr― E 礫面検出写真 (1次調査 )

０
０
９
々



講堂想定地 tr-02 講堂雨落溝とされた石列
(3次調査 )

塔心礎北 tr―Ml講堂雨落溝とされた石列東延長部
(3次調査 )

碁心礎  tr― A(1次調査 )
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金堂想定地東

tr22-3

土層断面

金堂想定地

tr21-9

版築状土層

金堂想定地

tr― D

帯状石列 (1次調査 )
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中門想定地付近

中門想定地西 tr22-4-2 Ⅳ層上層石列

中門想定地北西 tr22-4-lⅣ 層下層礫層

中門 。参道想定地 tr22-5-3 参道耳石

中門想定地 tr22-5-3 石列、礫面 (東より)
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B!

南門想定地付近 tr5-2 南門想定地 tr21-12 瓦面検出状況

南門想定地 tr21-12 丸瓦検出状況 (断面 )

南門想定地南  tr― H南 礎石状礫 (2次調査 )
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